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平成２２年度 王寺町消防団防災研修会 報告書 
 
１ 日 時：平成 22 年９月１２日（日）9:00～13:00 
２ 場 所：王寺町やわらぎ会館３Ｆ会議室 
３ 主 催：王寺町消防団 
４ 出席者：消防団団長以下８４名 
５ 講 師：西大和６自治会連絡会（上牧町）  

神戸防災技術者の会（元神戸市職員）、ＮＰＯメンバー  
      神戸市水道局総務課調整係長  
      神戸市みなと総局技術部主幹  
      （財）神戸市都市整備公社 こうべまちづくりセンター 主査 
  陪 席：奈良県安全安心まちづくり推進課 主査  

ＮＰＯ法人都市災害に備える技術者の会   
６ 研修内容 
  （9:00～9:05）消防団長の挨拶 

(1) 第一部 全国消防団員意見発表会 ビデオ上映（9:05～9:15） 
王寺町消防団第一分団 「地域を思い 地域で志をたてる」 
上記意見発表会で優良賞を受賞した時の発表状況をビデオにて紹介。 

(2) 【消防団と自主防災組織とのかかわり】（9:15～10:00） 
講師：西大和６自治会連絡会（上牧町）  

  ・講演概要 
① 西大和６自治会の紹介と設立経緯 

・ 西大和の位置、年間活動計画、備蓄倉庫、マニュアル勉強会、阿倍野防

災センター見学会・研修、防災・消火訓練、救急・救命訓練 
・ 今後の課題：地道に根気よく、新しい取り組みを楽しく、会員間の温度    

差の是正 
② 桜ヶ丘２丁目自治会 子どもサバイバルキャンプの紹介 

・ 子ども主体に楽しく 
・ 子どもだけでなく大人も訓練（炊き出し、防災の備品、地域の交流に効

果あり） 
・ 今年の参加者は６６人 
・ ＤＶＤによる勉強会（１泊泊り込み） 
・ ジャッキ、バール、チエンソー、発電機、担架等の使用体験、バケツリ

レー訓練、簡易トイレの模擬使用体験 
・ 今後も：遊びながら楽しく、防災知識を高め、マンネリ化しないように 
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③ 2010 年「防災教育チャレンジプラン」の参加報告 
全国で１４団体参加 
西大和６自治会（主体は桜ヶ丘２丁目自治会）の発表テーマ： 
  「災害時要援護者模擬避難訓練」（新規）と「子どもサバイバルキャンプ」

（継続６年） 
・ 子どもたちを助けられる人から助ける人へ育てたい。 
・ 災害時要援護者安否確認名簿登録申請書兼登録台帳にて、手上げ方式で

要援護者を把握し、災害時優先的に援護する制度を取り入れた。 
④ 自主防災組織と消防団について 

・ 消防団は自主防災組織 
の最たるもの 

・ 自治会は災害時初動が 
できる最たる団体 

・ 従って、相互に多くの 
接点を持つことが望ま 
れる。 

 
 
 

                        講演の様子 
  ・質疑応答 
    時間の都合で後日メールで受け付け、メールで回答することとした。 
  １０分間の休憩 

(3) 第二部 【災害対応カードゲーム：クロスロード】(10:10～12:00) 
    講師：神戸防災技術者の会（元神戸市職員）、ＮＰＯメンバー  

      神戸市水道局総務課調整係長  
       神戸市みなと総局技術部主幹  

（財）神戸市都市整備公社 こうべまちづくりセンター 主査 
   出席者全員を１組７名と５名の班に分け、出題と解説・コメントを交えながら進

めていった。 
   設問は次の６題であった。 
    設問 １ あなたは・・・一般住民。 
         近所の火災。出火元の家族は外に出ている。火災状況は、１階から

うっすらと煙が出ている状態。他にも近所の人が集まり、消火器も

１０本ある。消防車のサイレンが聞こえるが、、未到着。 
         消火作業をする？ Ｙｅｓ（作業する）／Ｎｏ（作業しない） 
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    設問 ２ あなたは・・・子どもの親 
         突然の豪雨。川の水位が急上昇し、子どもが溺れかかっている。自

分は、泳ぎに自信があるが、非常に危険。 
         助けに川の中に入る？ Ｙｅｓ（川に入る）／Ｎｏ（川に入らない） 
    設問 ３ あなたは・・・消防団員 
         自宅が水害の被害にあいました。家族は片づけで大わらわ。しかし、

消防団員出動要請がありました。 
         消防団員活動に行く？ Ｙｅｓ（行く）／Ｎｏ（行かない） 
    設問 ４ あなたは・・・認知症患者も含めた８人の大家族 
         大地震の翌日、ライフラインの復旧さえあれば、私見で被害の少な

かった自宅（多少の被害あり）で住み続けようと思ったが、町役場

から避難場所への勧告通知がきました。 
         避難する？ Ｙｅｓ（避難する）／Ｎｏ（避難しない） 
    設問 ５ あなたは・・・住民 
         大災害にもかかわらず、幸い我が家の被害は軽微。でも、あれもこ

れも使えなくなり、ゴミがたくさん。周囲では、家屋の解体も始ま

り、あちこちでゴミが出ている。 
         分別してごみを出す？ Ｙｅｓ（分別する）／Ｎｏ（分別しない） 
    設問 ６ あなたは・・・消防団員 

        地域の防災訓練でジャッキを使用した救出訓練が行われている。地

域の人は、初めてのことで上手にできないのをイライラしながら見 
ている。自ら身を乗り出し 
て、あなたがジャッキを操 
作する？ 
Ｙｅｓ（操作する）／Ｎｏ 
（操作しないで見ている） 

 
 
 
 

クロスロードゲームの様子 
(4) 第三部 情報交換会(12:30～13:30) 

    昼食時に消防団長、副団長他役場総務課と講師･陪席陣が任意に情報交換を行

った。 
（以上） 


